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2万人の会
国会請願署
犠牲者の発
学習運動 !

近畿ブロック会議開催 !

佳

一

ヽ
″
人

彰活動

大
前
顕

拡
の

・

員
名
掘

Ｈ
月
１６
日
～
１７
日
、
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
の
２
０
２
■
年

度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
奈
良
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
開
催
県
の
奈
良
県
本
部
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
田
中
幹
夫
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
中
央
本
部
事
務
局
長
が

近
畿
プ
ロ
ッ
ク
の
会
員
数
が
他
の
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
抜
き
ん
で
い

る
こ
と
を
讃
え
た
後
、

「近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
へ
の
提
案
～
第

４０
回
全
国
大
会
ま
で
に
２
万
人
の
同
盟
を
建
設
す
る
う
え
で
の

留
意
点
に
つ
い
て
～
」
を
報
告
し
ま
し
た
。

次
に
、
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

・
戦
前
大
阪
外
語
社
研
研

究
会
員

・
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
奈
良
県
本
部
顧
間
の
溝
川
悠

介
さ
ん
が
、
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
演
題
は

「全
国
の
大

学
関
係
者
の
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
調
査

・
研
究

・
顕
彰
活
動

の
発
展
め
ざ
し
て
～
戦
前
大
阪
外
語
社
研
研
究
会
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
～
」
で
し
た
。

講
演
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
次
の
通
り

。
戦
前
大
阪
外
語
社
研
の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル

・
大
学
に
対
し
て
父
溝
川
良
治
の
学
籍
簿
記
録
の
開
示
請
求

・
「戦
前
大
阪
外
語
社
研
研
究
会
｝
の
発
足
と
取
組

そ
の
後
、
各
府
県
の
代
表
か
ら
府
県
報
告
が
行
わ
れ
、
全
体

会
議
の
討
論
に
す
す
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
二
つ
の
分
散
会
で
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
か
ら
は
、
原
田

完
会
長
と
薮
田
均
男
事
務
局
長
が
参

加
、
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
の
前
進
へ
活
発
に
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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近
畿
プ

ロ
ツ
ク
会
議

ヘ

の
提
案

～
第
４０
回
全
国
大
会
ま
で

に
２
万
人
の
同
盟
を
建
設
す

る
う
え
で
の
留
意
点
に
つ
い

て
～

２
０
２
１
年

１‐
月

１６
～

１７

目

中
央
本
部
事
務
局
長

田
中
幹
夫

（１
）
今
日
の
倍
凱
力の
特
星似
に
つ
い
て

１０
月
３‐
月
投
票
で
第
４９
回
総
選
挙
が

戦
わ
れ
ま
し
た
。
立
憲
民
王ヽ
一暴

日
本

共
産
惑入

社
民
惑八

れ
い
わ
新
鮮
組
の

４
党
は
、
市
民
連
合
と
２ｏ
項
目
の
共
通

政
策
を
結
び
、

「政
権
交
代
」
を
め
ざ

し
て
２
８
９
の
小
選
挙
区
中
２
１
４
選

挙
区
で
候
補
者
を
一
本
化
し
、
自
民
党

の
甘
利
敏
明
幹
事
長

（神
奈
川
１３
区
）
、

石
原
伸
晃
元
幹
事
長

（東
京
８
区
）

な
ど
の
有
力
候
補
に
打
ち
勝
つ
な
ど
、

６２
選
挙
区
で
勝
利
し
ま
し
た
。
野
党
共

闘
で
１
本
化
し
た
候
補
者
の
う
ち
、
１

万
票
差
以
内
で
敗
れ
た
選
挙
区
は
３２
。

内
千
票
差
以
内
で
敗
れ
た
選
挙
区
は
４

選
挙
区
。
借
敗
率
８０
％
以
上
の
選
挙
区

は
５３
選
挙
区
で
す
。
勝
利
し
た
選
挙
区

は
６２
ル
入
［わ
せ
れ
ば
、
１
１
５
選
挙
区

で
す
。
２
８
９
企
小
選
挙
区
中
３９
・
８

％
、
約
４
割
で
、
大
接
選
を
展
開
し
ま

し
た
。

同
盟
は
、　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も

「２
０
２
０
年
代
に

『治
安
維
持
法
体

制
』
に
決
着
を
つ
け
よ
う
」
と
請
願
署

名
運
動
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
今

回
の
総
選
挙
で
は
、
５
月
の
国
会
請
願

で
紹
介
黎啓
員
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い

た
議
員
と
、
野
斗几
統
一
候
補
に
決
ま
っ

た
候
補
者
１
８
０
人
に

「要
望
書
」

「為
書
き
檄
文
」
を
届
け
、
奮
闘
い
た

し
ま
し
た
。
立
蔵
野
党
が
伸
び
な
か
っ

た
の
は
、
自
公
政
権
は
ダ
メ
。
が
野
党

雑
羅
笙
か代
を
言
つ
が
、　
層
に
一鴛
ら

て
く
れ
る
の
か
？
」

「野
党
に
政
権
を

任
せ
ら
れ
る
の
か
」
有
権
者
に
は
不
安

が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
と
の
声
が
聞
こ

え
て
き
て
い
ま
す
。

一方
、
自
民
党
２
６
１
、
公
明
党
３２
、

維
新
４１
議
席
で
改
憲
勢
力
は
３
３
４

議
席
で
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
１
０
議

席
を
上
回
り
ま
し
た
。
改
憲
へ
の
動
き

が
急
展
開
す
る
危
険
が
う
か
が
え
ま
す
。

維
新
の
会
の
吉
村
洋
文
副
代
表

（大
阪

府
知
事
）
は
Ｈ
月
９
日

、
国
会
の
憲

法
審
査
会
で
慣
例
と
な
っ
て
い
）食
（夫
ム

一
致
の
原
則
に
つ
い
て

「聞
こ
え
は
い

い
が
、
決
め
な
い
政
治

（の
温
床
）
１

６
４
３
９
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
持
論

を
展
開
］
自
民
党
の
姿
勢
も
や
り
玉
に

挙
げ

「こ
の
原
則
を
維
持
す
る
限
り
、

本
気
で
害
法
改
正
を
や
る
気
は
な
い
と

田
ぢ
。
嘗

疋
で
盗

墨

菫

〓

言
っ
て

い
る
が

『や
る
や
る
許
欺
』
だ
ろ
′２

と
批
判
。
改
憲
へ
の
強
い
音
宴
心を
表
明

し
ま
し
た
。

小
選
挙
区
の
投
西
李
↑
は
、

５５
。
９３
％
、

比
例
代
表
、

５５
。
９２
％
で
戦
後
３
番

目
に
低
い
水
準
。
４
回
連
続
で
５０
％
台

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

「解
散
か
ら
投
開
票
の
期
間
が
短
か
っ

た
の
で
、
選
挙
に
関
心
が
い
か
な
か
っ

た
」

「争
点
が
見
え
に
く
か
っ
た
」
こ

と
な
ど
が
要
因
で
は
な
い
か
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
ｃ

来
年
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
戦
わ

れ
ま
す
。

（２
）
来
年
６
月

、
第
４０
回
全
国
大

会
ま
で
に
２
万
人
の
同
盟
を
ど
う
実
現

す
る
の
か

１
、

１１
．月
１
日
現
在
、
△
苔
目い致
１
６
，

４
３
９
。
含々
県
の
自
主
目
標
の
〈
ユ
耐
は

１
９
，
９
３
６
。　
困
難
も
あ
り
ま
す

が

一製
一し
て
い
）食
燃
総
あ
り
主
９
。

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
健
康
に
留
意
し
て

三
役
ム
至
議
、
常
任
理
事
会
は
定
期
的
に

開
催
し
て
前
進
し
て
い
る
。

「健
康
に
自
信
の
な
い
県
役
員
に
は
参

加
算
４強
重
ｒ
Ｘ
一は
い
、
△
一筆
雪
鴛
疋
例
ル
ツ
レ
、

生
命
を
守
る
こ
と
猛ヽ
留
意
し
つ
つ
、
で

き
る
活
動
は
思
い
切
っ
て
お
こ
な
う
方

向
で
推
進
。
支
部
紺
陰員
会
も
同
様
で
会

議
は
壇
象
爾
議
と
活
動
経
験
で
活
発
な

議
論
を
す
す
め
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

総
〈
百
仄
定
の

「同
盟
活
動
を
総
〈
品

に̈

発
展
さ
せ
る
岳
動
の
某
天
―
人
百
員
駆
人
、

支
部
建
設
と
支
部
活
動
」
の
受
け
止
め

と
実
践
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
」

貧
書
直
納
入
一否
天
）
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▼

一拡
大
に
つ
い
て
は
、
日
標
に
こ
だ

わ
り
、
毎
月
〈
苔
目
拡
大
に
こ
だ
わ
る
と

い
う
こ
の
こ
と
が
人
事
な
ん
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

『対
象

者
が
お
れ
へ
，と

と
か
、

『
言
う
人
お

れ
へ
ん
』
と
か
、
聞
く
ん
で
す
け
ど
、

今
の
激
動
の
」情
勢
の
中
で
、
戦
前
の
治

安
維
持
法
の
よ
う
な
体
制
が
ア
ベ
改
憲

案
を
も
含
め
て
策
動
が
進
ん
で
い
く
中

で
　
多
く
の
国
民
の
中
に
や
っ
ぱ
り
治

安
維
持
法
体
制
許
し
て
は
な
ら
な
い
、

再
び
暗
黒
政
治
、
戦
争
許
し
て
は
な
ら

ん
と
い
う
機
運
が
で
き
て
い
ま
す
。
」

↑
庫^
は父
茶容
蒔
雄
吾
裏
脅
留
ｘ
）

▼

「私
自
身
が
肝
に
銘
じ
て
き
た
こ
と

は
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
及
は
し

同
盟
の
役
割
″
普
任
を
果
し
て
い
く
た

め
に
は
、
同
盟
が
ま
だ
ま
だ
小
さ
す
ぎ

る
と
い
う
思
い
と
、
こ
れ
を
打
開
す
る

に
は
自
分
自
身
が
腹
を
据
え
て
力
を
注

ぐ
こ
と
、
そ
し
て
牽
引
す
る
組
織
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
全
県
７
つ

の
支
部
に
関
わ
り
な
が
ら
中
部
支
部
の

一殿
進
に
特
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

中
部
支
部
は
当
初
、
関
係
す
る
３
人
の

県
本
部
理
事
で
活
動
を
す
す
め
つ
つ
支

部
委
員
会
を
確
立
。
現
在
５
人
の
支
部

委
員
を
中
心
に
毎
月
の
支
部
季
６員
△
【

『治
策
維
持
法
と
現
代
』
を
使
っ
た
文

部
と勇
哀
ヽ

毎
月
２
回
の
人
苔
目拡
大
統

一
行
動
な
ど
で
活
動
の
推
進
を
は
か
つ

て
い
ま
す
。
私
自
身
が
関
わ
つ
て
こ
の

３
年
程
の
間
に
拡
大
し
た
会
員
は
そ
の

後
、
退
会
し
た
方
も
７
人
程
い
ま
す
が
、

中
部
支
部
を
中
心
に
１
６
２
人
に
な
り

ま
す
。
訴
え
た
方
の
大
体
半
数
程
が
入

会
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
入
会
の
呼
び

か
け
に
当
っ
て
は
、

「入
会
の
す
す
め
」

の
し
お
り
を
活
用
し
ま
す
ｃ
訪
問
前
に

電
話
で
ア
ポ
取
り
兼
ね
て
治
安
維
持
法

の
問
題
で
伺
い
た
い
旨
伝
え
て
お
き
ま

す
。
こ
れ
に
応
じ
て
く
れ
た
方
は
構
え

て
待
つ
て
く
れ
て
い
て
、
玄
関
先
の
短

時
間
の
話
で
」応
え
て
く
れ
て
い
ま
す
」

需
ｍ
県
本
書
千
崎
不
借響
妻
篇
長
）

２
，
県
本
部
指
導
部
が
第
３９
回
大
会
決

定
の
目
標
を
達
成
す
る
決
音
ガ
一固
め
実

践
の
先
頭
に
立
つ
。
二
役
、
常
任
理
事

会
で
の
意
思
統

一
を
は
か
る
。
日
標

と
期
限
を
明
確
に
す
る
。
支
部
に
入
っ

て
、
支
部
員
と
と
も
に
実
践
し
、
教
訓

を
明
ら
か
に
す
る
。

３
，
新
支
部
を
建
設
す
る
地
域
、
日
標
、

相
隊
・
〓屋
著
″
決
め
亀

支
聾
建
設

の
対
象
地
域
ケ
決
め
、
責
任
者
、
期
限
、

依
拠
す
る
〈苔
貝
を
決
め
る
。
新
文
部
結

成

第
３８
回
大
会
後

２１
支
部
、
第
３９
回

大
会
後
新
支
部
は

１２
支
蠅

創
立

５０
周
年
記
念
の
″鹸
船

〕く∪
「種
ま
く
人
び
と
」
上
映
会
を
開

催
し
、
参
加
者
に
入
会
を
訴
え
た
。
現

在
、
〕く∪
は
各
県
卸
価
格
は
５
０
０
円
。

有
力
会
員
が
、
会
員
拡
大
の
個
人

目

標
を
持
ち
、
５
人
拡
大
は

「不
屈
」
に

氏
名
を
発
表

。
１０
人
以
上
者
に
は
表

彰
状
と

［ボ
抗
の
群
像
』
を
贈
曰馬

４
、
推
進
体
制

各
県
本
部
会
長
は
遜
菫
日存
一者
と
な
り

事
務
局
長
が
そ
れ
を
補
佐
し
推
進
す
る
。

「こ
う
や
つ
た
ら
拡
大
で
き
た
」
経
験

を
つ
く
つ
て
全
県
に
普
及
す
る
。

「推

進
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行

※
映
画

一わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
一
伊

藤
千
代
子
の
生
涯
」
は
減
月
１７
日

試

作
品
上
映
〈
ヽ

上
映
製
作
資
金
１０
月
末

３
８
０
日
目
標
４
５
０
回
目
指
し
て
最

後
の
奮
闘
を
呼
び
か
け
る
。
３
月
か
ら

全
国
的
上
映
が
始
ま
る

，■
一札

こ
の
上

映
運
動
を
各
県
が
計
画
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
７７
、
千
葉
県
５４
は
全
市
町
村
で

上
映
し
、
参
加
者
に
入
会
の
勧
め
を
配

り
訴
え
る
。

５
、
活
動
経
験
を
交
流
し
参
加
者
を
ど

う
増
や
す
の
か
。
拡
大
の
一
定
の
前
進

が
始
ま
っ
た
段
階
で
、
県
。
地
域
で
経

験
一父
流
を
進
め
る
。
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京
大
学
連
事
件
と

「青

春
の
墓
標
」

―
熊
谷
孝
雄
の
場
合
ｌ
②

佐
藤
　
和
夫

３
、
も
う

一
つ
の
拷
間
、
ま
た
は
劣

等
拘
留

ま
た
、
翌
年
の
１
月
１
５
日
以
降

の
第
２
次
検
挙
者
３
８
名
の
う
ち
、

京
大
関
係
は
１
９
人
、
同
大
４
人
、

東
大
４
人

・
三
高
１
人

（卒
業

・
中

退
含
む
）
な
ど
だ
っ
た
が
、
第
１
次

検
挙
の
警
察
の
ミ
ス
を
さ
そ
っ
た
熊

谷
孝
雄
は
、
第
２
次
検
挙
で
は
厳
し

く
追
及
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「京
都
学
連
事
件
被
告
人
身
上
そ

の
他

一
覧
」
に
よ
れ
ば
３
８
人
の
被

告
は
遅
く
て
も
９
月
上
旬
に
は
保
釈

さ
れ

一
審
の
裁
判
を
受
け
る
こ
と
に

な

っ
た
。
し
か
し
、
病
気
（肺
結
核
）

な
ど
に
よ
る
責
付
釈
放
（身
元
引
受

人
の
も
と
で
警
察
の
監
視
下
に
お
か

れ
る
拘
留
執
行
の
停
止
）
が
１
４
人

も
で
る
ほ
ど
劣
悪
な
拘
留
環
境
だ
っ

た
。
同
大
社
研
の
沢
田
政
雄
に
至
っ

て
は
、
１
月
２
６
日
検
挙
さ
れ
６
月

Ｎ
Ｏ
日
に
は
肺
結
核
で
責
付
釈
放
と
な

り
、　
一
審
も
疾
病
の
た
め
審
議
未
了

に
よ
る
控
訴
棄
却
と
な
つ
た
。

責
付
釈
放
中
の
身
の
熊
谷
孝
雄
も

一
審
の
控
訴
審
中
に
、
１
９
２
８
年

２
月
２
０
日
の
総
選
挙
に
労
働
農
民

党
大
阪
府
支
部
連
合
書
記
Ｌ
し
て
係

わ
り
３

・
１
５
事
件
で
検
挙
さ
れ
、

併
合
審
判
と
な

っ
た
。
熊
谷
は
こ
の

２
月
に
入
党
し
て
い
た
た
め
二
審
で

は
懲
役
６
年
言
い
渡
し
を
さ
れ
、
上

告
し
た
も
の
の
棄
却
さ
れ
判
決
が
確

定
し
た
。

４
、
転
向
を
拒
む
最
後
の
実
践
、
も

う

一
つ
の
切
な
い

「不
屈
」
の
在
り

様
学
連
事
件
第
二
審
判
決
文
（
１
９

２
９
年
）
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
熊
谷

孝
雄
の
学
連
事
件
の
予
審
第
六
回
尋

問
調
書
で
は

一私
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム

の
理
論
の
正
当
な
る
こ
と
を
信
ず
る

を
も
つ
て
研
究
を
継
続
し
て
行
き
た

い
と
思
う
が
、
今
後
の
生
活
態
度
に

つ
い
は
た
だ
今
申
し
か
ね
る
も
、
無

産
階
級
運
動
の
陣
頭
に
立
っ
て
そ
の

実
際
運
動
に
し
た
が
う
こ
と
は
避
け

た
い
と
思
う
」
と
い
う
趣
旨
の
述
ベ

た
。
実
践
活
動
か
ら
身
を
引
く
が
研

究
活
動
は
継
続
し
た
い
と
い
う

「準

転
向
」
を
宣
言
し
た
の
に
、
１
９
２

８
年
の
３

・
１
５
事
件
（大
阪
共
産

党
事
件
）
の
予
審
第

一
回
尋
問
調
書

中
、
私
が
日
本
共
産
党
に
加
入
し
た

る
真
の
動
機
は
私
の
一
家
の
没
落
と

京
都
学
連
事
件
と
に
よ
り
ま
す
ま
す

マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
当
な
る
こ
と
を

痛
感
し
た
る
に
よ
る
旨
の
各
供
述
記

載
あ
る
」
と
擬
装
転
向
と
し
て
指
弾

し
、
二
審
は
求
刑
５
年
６
ヶ
月
の
と

こ
ろ
６
年
に
加
重
さ
れ
た
。

１
９
３
０
年
５
月
２
７
日
、
大
審

院
は
上
告
棄
却
し
判
決
が
確
定
し
、

６
月
３
日
大
阪
刑
務
所
に
下
獄
し
た
。

１
９
３
４
年
∞
月
∞
日
の
満
期
前
に
２

月
２
１
日
仮
釈
放
と
な
っ
た
。

「自
分
が
今
ま
で
信
じ
て
き
た
信

念
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。

（
一
部
略
）尊
敬
す
る
河
上
先
生
は
戦

線
か
ら
退
か
れ
て
し
ま

っ
た
」
（補

注

一
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
で
共
産
党

に
入
党
し
た
河
上
肇
が
、
１
９
３
３

年
１
月
に
検
挙
さ
れ
、
７
月
に
政
治

か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
た
）
と
し
、

「永
い
獄
中
で
胸
を
悪
く
し
て
し
ま
っ

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
苦
し
い
戦
い

を
闘
い
ぬ
い
て
い
く
自
信
は
な
い
」

と
書
き
残
し
て
３
月
８
日
に
自
殺
し

た
。
享
年
３
３
才
だ
っ
た
。

か
く
て
、
東
大
学
連
事
件
の

「同

窓
生
」
で
あ
る
岩
田
義
道
、
是
枝
恭

二
、
野
呂
栄
太
郎
等
の
獄
死
に
準
ず

る
も
の
で
は
な
い
か
。

【参
考
資
料
】

「時
代
に
抗
し
て
光

を
求
め
た
人
々
」
（治
安
維
持
法
犠

牲
者
名
簿

。
大
阪
）
　
　
（お
わ
り
）


